
５年  単元名  物語の構成に気をつけて読もう 

    教材名  「世界でいちばんやかましい音」 

 

＜基本構造＞ 

 

 
 

導入 

 

 

 

 

・学習のめあてを

持つ。 

・「かさこじぞう」

で、物語の構成

の大枠をとらえ

る。 

展開 

      

 

     ① 

     

・物語のあらすじをとら

える。 

 

 

    

 

      

 

     ② 

    

・「世界でいちばんやかま

しい音」で「設定」と

「結末」の役割を考え

ながら読む 

 

      

 

     ③ 

    

・「世界でいちばんやかま

しい音」で「展開」と

「山場」の役割を考え

ながら読む。 

 

     

 

    ④ 

発展 

 

 

 

 

 

 

・構成メモをもとにミ

ニストーリーを書

く。 

・ホールに掲示し、交

流する。 

 

単元構想モデル 

第二次において、発展部の言語活動を単位時間に、徐々に比率を上げながら取り入れていく。 

児童は、単位時間の中で「世界でいちばんやかましい音」を読んで学んだ４つの「場面構成」を踏まえて、第三次で自分

のミニストーリーを書くために、構成メモの記述を進めていく。 

水戸部修治氏 編著『「単元を貫く言語活動」を位置付けた小学校国語科学習指導案パーフェクトガイド ５・６年』（明治図書、２０１４）参考 

 

並行読書 

「世界で一番○

○な○～私だけ

のミニストーリ

ーを作ろう」を書

く。 

 

教科書教材「世界でいちばんやかましい音」で、４つの場面構成をつかむ。 単元のゴール

イメージを持

つ 

 

・展開や山場を意識し

て構成メモを見直

す。 

「世界でいちばんやかましい音」の読みを構成メモに生かす。 

・教師のモデルストー

リーを聞き、教材文

と比較する。 

・「設定」「展開」「山場」「結末」の

役割を考え、構成メモを作成する。 


